
商経アドバイス令和７年3月 21日（金）第 6423号 

 

備蓄米放出も市場静観 

飼料用・加工用米は大幅減 

 

全米工西日本ブロック情報交換会【上】 

全国米穀工業㈿は 13 日に福岡市内で 3 月の西日本ブロック情報交換会を開き、コメ需給情勢や

市中相場の動向、政府備蓄米放出の影響、7 年産の見通しなどをテーマに意見を交換した。今回もズ

ームを活用したオンラインで開催され、全国の組合員が参加している。 

 

冒頭のあいさつで大嶋衛理事長（茨城・関東穀粉㈱社長）は、買い戻し条件付きの政府備蓄米

入札販売など当面の課題を列挙しながら要旨次の通り語った。 

 

▷備蓄米放出の影響を注視していたが、現在まで市場は静観している。コメ民間在庫は前年より 48

万㌧少なく（1 月末現在、出荷段階）、SBS 落札された 9 万㌧、（一般米枠）が 1 月から到着し

始めた。SBS 米がリーズナブルな価格で市場に出回れば、食味より価格で選択する外食ユーザー、消費

者も出てくるだろう。価格が安い原料から物色される流れは変わらないと思う。コメの価格が高い上に食

味が落ちれば、需要が鈍化する傾向のまま秋口に入っていくのではないか。外食べンダーからは総じて「前

年実績を下回っている」と伝わる。 

 

▷特定米穀の発生は低調だった前年産を上回るものの、1.7 ㍉上は主食用に吸い上げられてきた。

価格は過去に例がない水準まで高騰し、現在も取引は活発。全米工組合員もそれなりに実績を上げて

いると推測している。特定米穀は使用されるジャンルが広範にわたり、米菓・味噌・焼酎メーカーの不足

分として使われるほか、主食用裾物の代替としても引き合いが強い。使用される幅が広いため、5 年産よ

り発生量が多いにもかかわらず、流通量は少ない感覚に陥っている。6 年産特定米穀は幅広い分野で

人気を博したと思う。 

 

▷組合員の協力により、今月で締める組合の会計も良好な成績が残せる。5 月に予定している総会

では、組合員が満足できる実績を披露したい。来年度もわれわれが活躍する場が広がり、混乱する市場

を洞察しながら秋口に向かって商売を進めてほしい。 

 

▷7 年産に向けては、すでに「にじのきらめきを確保してほしい」「コシヒカリはいくらで何俵欲しい」という

オーダーが入り、下打ち合わせが行われている。新米を心待ちするムードが広がるようになってきた。 

森裕章理事（佐賀・森米穀㈱専務）が進行役を務めた情報交換会の報告内容は要旨次の通り。 



▷東京=加工・実需メーカーへの提示分は、昨年末までに結び付けが終了した。現在は前倒しのオー

ダーが入るため、それに合わせるよう対応している。主食用は全米工の取引会でも買ったことはあるが、業

界全体の環境変化もあり、手当てを見合わせている状況。備蓄米放出の影響というよりは、SBS の輸

入米が増えているため、大手外食メーカーが外国産米にシフトしたことの影響が大きい。ユーザーとの交渉

の内容が変化している。 

 

にじのきらめき増産へ 

▷新潟=実需メーカーは、「高い原料は一切いらない」という姿勢が変わっていない。7 年産に向け、

加工用米や酒造好適米の価格はどうなるのか。備蓄用米・飼料用米の作付けは大幅に減少するだろう。

種子は、にじのきらめきが一番人気。もう種籾がない。一方で加工用米・飼料用米向け品種の種籾が

相当量余っているようだ。もち米の種籾も余っており、作付けが減少するだろう。県本部が一般コシ仮渡

し金2万3000円（目安価格、最低保証）を提示したことから、早くも畑買いが入っている。業者の言

い値は雑銘柄で 2万 8000円、コシは 3万円が主流か。7年産はこの水準で動き出し、現状のまま推

移すれば、再び苦境に立たされるかもしれない。備蓄米放出価格がどの水準に設定され、それによって市

場価格がどう変化するかを見極める必要があるだろう。 

 

▷同＝にじのきらめきは作りやすい上、コシより作期が遅い。6 年産はそこそこ収量も上がった。聞いた

話だが、にじのきらめきは葉っぱの下に穂が実るため、暑さに強いという。農協は、「飼料用米の作付けは

ゼロに近い。生産者の希望がなく、生産を依頼しても断られる」と話している。加工用米は「前年実績の

65%」と伝わり、もち米は半作になるのではないか。うるち米の価格が飛び越したため、生産者が手間を

かけてもち米を作る必要がないと判断しているのだろう。 

 

▷福岡=スーパーやディスカウントストア、ドラックストアは外国産米が増えてきたと感じる。備蓄米放出

報道で市中の荷動きが鈍くなり、末端のユーザーは備蓄米に期待している。今後も荷動きは鈍いままだ

ろう。九州産米はここ数年、猛暑の影響を色濃く受けており、高温耐性が劣るヒノヒカリを作らず、多収で

高温耐性が高いコメを選び、実入りを増やしたいと考える生産者が増えてきた。 


